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鶴居村は
「日本で最も美しい村」連合に

加盟しています
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令和４年10月号　２

令和３年度

村の村の を報告しますを報告します決算決算
令和３年度の決算が９月議会定例会で認定されました。
村が行うさまざまな事業は、みなさまが納める税金や国・道からの補助金などを財源に行っています。
今回の特集では、令和３年度決算を振り返り、どれくらいの収入があり、どのような目的に活用された
のか、その概要をお知らせします。　※金額は千円単位を四捨五入して万円単位で統一しています。

一 般 会 計
歳　　　入

56億6,232万円

前年度比＋3.7%

歳　　　出

55億4,167万円

前年度比＋3.0%

翌年度へ

4,753万円繰越
7,312万円の黒字－ － ＝

どのような性質の経費に支出したのか

人 件 費 職員の給与・議員や委員の報酬など 6億9,473万円 12.5%

扶 助 費 医療給付費や障がい者への援助費など福祉のための経費 2億4,007万円 4.3%

公 債 費 村債（借金）の返済経費 4億8,617万円 8.8%

普通建設事業費 道路・学校など社会資本の整備にかかる経費 19億9,794万円 36.1%

物 件 費 公共施設の光熱水費、事務費や委託料、備品購入などの経費 7億4,770万円 13.5%

補 助 費 等 各団体への補助金や負担金、保険料、謝礼金など 6億8,585万円 12.4%

繰 出 金 特別会計の収支不足額などを一般会計から補てんする経費 2億1,134万円 3.8%

そ の 他 施設の維持補修費、基金の積立金などの経費 4億7,787万円 8.6%

【主な増減】

● 地方交付税　＋2億6,869万円（＋13％）
　…国から交付される交付税の増
● 国・道支出金△7億1,718万円（△52.3％）
　…農業施設整備事業やコロナ関連事業の減など
● 村債　　　　＋8億3,859万円（＋122.8％）
　…新総合体育館整備に対する借入の増など

【主な増減】

● 民生費　△2億7,321万円（△35.2％）
　…あすぽっと整備事業の減など
● 農林産業費 △4億9,033万円（△51.9％）
　…農業施設整備に関する事業の減など
● 教育費　　＋8億2,842万円（＋132.2％）
　…新総合体育館整備事業の増など

56億
6,232万円

村税村税
4億606万円4億606万円

その他その他
2億2,889万円2億2,889万円

村債村債
15億2,134万円15億2,134万円

国・道支出金国・道支出金
6億5,407万円6億5,407万円

使用料及び手数料使用料及び手数料
1億829万円1億829万円

財産収入財産収入
1億5,902万円1億5,902万円

繰入金繰入金
2,639万円2,639万円

その他その他
2億2,937万円2億2,937万円

公債費公債費
4億84億8,617万円617万円
～村債(借金)の返済～村債(借金)の返済

議会費議会費
44,258万円258万円
～議会運営のための費用～議会運営のための費用

総務費総務費
9億19億1,339万円339万円
～行政運営全般や～行政運営全般や
住民自治、定住促進の費用など住民自治、定住促進の費用など

民生費民生費
5億264万円5億264万円
～子ども・障がい者・高齢～子ども・障がい者・高齢
者など福祉のための費用者など福祉のための費用

衛生費衛生費
2億22億2,066万円066万円
～感染症対策や母～感染症対策や母
子保健・健康増進子保健・健康増進
・ごみ処理など・ごみ処理など

農林産業費農林産業費
4億54億5,476万円476万円
～農業・林業振興～農業・林業振興

商工費商工費
1億6,245万円1億6,245万円
～商工業・観光振興～商工業・観光振興

土木費土木費
5億15億1,155万円155万円
～道路・住宅の～道路・住宅の
整備・管理など整備・管理など

消防費消防費
2億32億3,641万円641万円
～消防・防災対策など～消防・防災対策など

教育費教育費
14億514億5,501万円501万円
～学校・社会教育・～学校・社会教育・
保健体育など保健体育など

給与費給与費
5億55億5,605万円605万円
～職員給与など～職員給与など

地方交付税地方交付税
23億2,889万円23億2,889万円

55億
4,167万円

自主財源自主財源(16.4%)(16.4%)

9億2,913万円9億2,913万円

依存財源依存財源(83.6%)(83.6%)

47億3,319万円47億3,319万円

歳入 歳出



３　令和４年10月号

特 別 会 計
特別会計は、特定の事業を行
うために、一般会計と分けて
運営し、それぞれの収支を明
確にしています。

歳 入 合 計

9億3,520万円　　　
歳 出 合 計

8億8,291万円　　　
実質収支合計

5,229万円の黒字

● 新総合体育館整備事業
【決算額：10億8,682万円】

村民のスポーツを通
じた健康増進を図る
ため、今年10月にオ
ープンする新総合体
育館の建設工事を実
施しました。
※財源は返済額の７割が
国から補てんされる財政
的に有利な過疎債（借金）
を活用しています。

● 庁舎・総合センター非常用発電機整備事業
【決算額：5,311万円】

災害時に備えて庁舎
・総合センターに非
常用発電機を整備し
ました。
※財源は返済額の７割が
国から補てんされる財政
的に有利な緊防債（借金）
を活用しています。

● 保育園・小中学校給食無償化事業
【決算額：1,692万円】

子育て環境の充実を
図るため、令和３年
４月から保育園・小
学校・中学校の給食
費を完全無償化とし
ました。

● 新型コロナウイルス関連事業
【決算額：2億398万円】

令和２年度に引続き、新型コロナウイルス感染症
拡大防止や村民生活・商工事業者支援を行うため、
様々な事業を行いました。

【主な事業】
・子育て世帯への臨時特別給付金事業
　4,051万円（1人10万円の給付）
・支えあおう鶴居びと応援券
　1,532万円（地域商品券の配布）
・緊急経済対策等事業
　4,857万円（村内商工事業者に対する支援など）

村民一人あたりの決算額は 村民一人あたりの決算額は 224万円224万円 となります！ となります！
※Ｒ4. 3. 31住基人口2, 473人（以降同様）　　※一般会計のみで算出

福祉サービス
の提供
20万円

教育の充実

59万円

商工業・
観光振興
7万円

農業・
林業振興
19万円

消防・救急・
防災活動
10万円

感染症対策・ 
健康増進
3万円

ごみ・し尿の 
処理など
3万円

道路・公園・住
宅の整備など

21万円

借入金返済

20万円

その他の村民
サービスなど

62万円

一般会計における主な事業一般会計における主な事業

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

特
　
別

　
会

　
計

水 道 事 業 1億 20万円 9,680万円 340万円

農業集落排水事業 5,723万円 5,566万円 157万円

国 民 健 康 保 険 3億8,561万円 3億5,298万円 3,263万円

村 立 診 療 所 7,537万円 7,537万円

介 護 保 険 2億7,516万円 2億6,067万円 1,449万円

後 期 高 齢 者 医 療 4,163万円 4,143万円 20万円

計 9億3,520万円 8億8,291万円 5,229万円



令和４年10月号　４

村の 村の 財政診断財政診断 の結果は・・ 財政状況は健全です！ の結果は・・ 財政状況は健全です！

村の 村の 貯金(基金) 貯金(基金) とと 借金(村債)  借金(村債) の状況は？の状況は？

令和３年度末村債残高

一 般 会 計 55億1,441万円

水 道 特 別 会 計 6,052万円

農業集落排水事業特別会計 1億 266万円

計 56億7,759万円

令和３年度末基金等残高

基 金（全 会 計 の 17 基 金） 50億8,152万円

備 荒 資 金 組 合 基 金 19億2,535万円

計 70億 687万円

●貯金（基金）残高
70億687万円（前年比＋3億5,311万円）
村民一人あたりに換算すると・・約283万円

・今後の起債（借金）償還（返済）に備えて、歳計余剰金等
を積立てたことから、前年度と比較して増加しました。

●借金（村債）残高
56億7,759万円（前年比＋10億5,631万円）
村民一人あたりに換算すると・・約230万円

・体育館や非常用発電機の整備のため、新規の借入を行っ
たことから、前年度と比較して増加しました。

令和３年度末残高では 貯金が借金を13億2,928万円上回る 状況となっています。

村債と基金等残高

　令和３年度決算を基に、村の財政の健全度を示す財政４指標を算出すると、いずれの指標も健全な財
政基準となっています。今後も効果的かつ効率的な財政運営に努めます。　　※　　　 　が村の数値です。

財政の健全度を示す
４つの指標

実質赤字比率
一般会計などの赤字割合

15％ 20％

連結実質赤字比率
全会計の赤字割合

20％ 30％

実質公費比率
借金返済額の大きさを示す割合

25％ 35％

将来負担比率
村の財政規模に対して将来負担が見込
まれる負債などの大きさを示す割合

350％

健全 悪化
早期健全化判断基準　財政再生基準

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

レ
ッ
ド
ー
カ
ー
ド

0％

0％

4.7％

0％

80億円

60億円

40億円

20億円

0億円
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５　令和４年10月号

次の村の施設等について、年末年始の休日が変更となります。（21施設１業務）

施 設 等 の 名 称 年末年始の休日
現　行 変更後

鶴居村役場（役場庁舎・教育委員会事務局等の事務所）
各地区コミュニティセンター（７施設）
鶴居放課後児童クラブ
鶴居子育て支援センター
鶴居保育園
鶴居小型児童館
村民福祉センター
村立鶴居診療所
一般廃棄物最終処分場
農業生産支援交流施設
農畜産物加工施設「酪楽館」
上幌呂・茂雪裡文化交流施設（２施設）
上幌呂・下久著呂地域体育センター（２施設）

12/31 ～ 1/5 12/29 ～ 1/3

幌呂線デマンドバスの運行予約 12/31 ～ 1/5 12/29 ～ 1/3
※その他の施設や、年末年始の休日を設けていない施設については変更ありません。
ご不明な点は、鶴居村役場（℡64-2111）までお問い合わせください。

　

令
和
４
年
末
か
ら
、
鶴
居
村
の
年
末
年
始
の
休
日
を
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。

　
【
現　

行
】　

12
月
31
日
か
ら
翌
年
の
１
月
５
日
ま
で
休
日　

　
【
変
更
後
】　

12
月
29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
日
ま
で
休
日　

※ 

令
和
４
年
度
の
年
末
年
始
の
休
日
は
、
次
の
日
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
４
年
12
月
29
日
（
木
）
か
ら
令
和
５
年
１
月
３
日
（
火
）

ま
で
の
６
日
間

教
育
長
再
任
の
挨
拶

　

令
和
４
年
第
３
回
鶴
居
村
議
会
定

例
会
に
お
け
る
任
命
同
意
を
経
て
、

10
月
１
日
付
け
で
大
石
村
長
か
ら
、

引
き
続
き
教
育
長
の
任
に
つ
く
よ
う

辞
令
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
も
と

よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
、
改
め

て
気
を
引
き
締
め
、
鶴
居
村
の
教
育
行
政
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

私
は
、
ふ
る
さ
と
・
鶴
居
村
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
人
間
性
豊
か
な
「
鶴
居

び
と
」
を
育
成
し
、
地
域
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
教
育
委
員
会
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
教
育
委
員
の
皆
様

と
と
も
に
、
教
育
を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
対
応
し
た
教
育
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

鶴居村教育長

村上　明寛
　

令
和
４
年
第
３
回
鶴
居
村
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
坂
本
和
也
氏
が
教

育
委
員
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆

様
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
令
和
４
年
10
月
１

日
か
ら
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

令和４年末から、鶴居村の年末年始の休日を変更します。
　

村
が
設
置
す
る
複
数
の
施

設
等
で
は
、
鶴
居
村
の
休
日

を
定
め
る
条
例
等
に
よ
り
、

12
月
31
日
か
ら
１
月
５
日
ま

で
の
６
日
間
を
年
末
年
始
の

休
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
及
び
北
海
道
、

民
間
企
業
や
金
融
機
関
な
ど

の
多
く
で
は
、
年
末
年
始
の

休
日
を
12
月
29
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
と
し
て
お
り
、
本

村
と
休
日
の
日
に
ち
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
末

年
始
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、

鶴
居
村
と
他
の
行
政
機
関
と

の
業
務
の
連
携
な
ど
に
支
障

を
来
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
末

（
令
和
４
年
末
）
か
ら
、
村

の
年
末
年
始
の
休
日
を
国
及

び
北
海
道
な
ど
と
同
じ
日
の

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま

で
に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
休
日
の
変

更
は
、
釧
路
管
内
の
７
町
村

（
釧
路
町
、
厚
岸
町
、
浜
中

町
、
標
茶
町
、
弟
子
屈
町
、

白
糠
町
、
鶴
居
村
）
が
合
せ

て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

村
上
明
寛
教
育
長
再
任
の
お
知
ら
せ

村
教
育
委
員
再
任
の
お
知
ら
せ

坂本和也 氏

　

鶴
居
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
村
上
明
寛
教
育
長
が
令

和
４
年
第
３
回
鶴
居
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。



令和４年10月号　６

雄大な雌阿寒を背に、濃緑な森林が育つ素晴ら
しい風土と、緑の綺麗な鶴居村の大地が、生物
の命を豊かに、かつ、伸びやかに育んでいるこ
とを描けるように撮影しました。

鶴居村フォトコンテスト
「美しい村 鶴居村の魅力」

入賞作品
　「美しい村 鶴居村の魅力」をテーマに令和４
年４月 29 日（金）〜７月 31 日（日）まで、鶴居村
フォトコンテストを開催したところ、カメラ部
門とインスタグラム部門を合わせて 500 点以
上の応募がありました。
厳正なる審査の結果、
見事入賞した作品をご紹介します！

「育む大地」
　佐藤　正信さん

優秀賞

「初鯉」
　小笠原さん

優秀賞

グリーンパークに遊びに行き、娘が初めて鯉に
餌をあげました。鯉がたくさん寄ってきて、びっ
くりしてしまった娘ですが、お父さんと一緒に
餌やりを楽しむことができました。
ちょっぴり腰がひけているのが可愛いです。

「雪中白鶴」
　山田　佳奈さん

四季折々、様々な物語を紡ぎだすタンチョウ。
誰もが目を奪われる求愛ダンスや愛情いっぱ
いの子育ても魅力の一つである。
純白の雪の中に佇む姿は、また格別に美しい。
タンチョウが暮らすことを選んだ大自然の残
る鶴居村もまた素晴らしい。

最優秀賞



７　令和４年10月号

ホワイトピリカ号で鶴見台に行った時の写真で
す。現地に着いた時、人間に驚いた鶴が飛び立っ
た瞬間を慌ててカメラを構えて撮った１枚目の
写真でした。
また機会があれば、写真を撮りに行きたいと思
います。

外国で見たタンチョウに魅了され、タンチョウ
が撮りたくて初めて鶴居村を訪れました。
この写真で厳しい寒さ、鶴居の自然、遠くで
2022年の夜明けを待つ寄り添うタンチョウの
逞しさが伝わればと思います。

「サロルンリムセ」
　篠塚　祐太朗さん

「鶴居村2022年の夜明け」
　久野　哲弘さん

釧路公立
大学生賞 優秀賞

「朝霧明ける」
　伊藤　豊さん

「夜明けとともに」
　槇下　友行さん

和田正宏賞

安藤誠賞

日の出から時間と共に朝霧が開けはじめ、
雌阿寒岳が顔を出し、目覚めたタンチョウが天
空にむけ、呼びかける姿が残り霧に浮かび、日
本的な雰囲気を感じました。

日の出前、霧氷の雪裡川で人と丹頂鶴と蝦夷鹿
のコラボです。初めて見る絶景に、ただただ感
動するばかりでした。



令和４年10月号　８

鶴居村の春、新緑が芽吹き、
山や森や畑の緑がみずみずしく感じられる頃、
エゾタヌキの家族に出会いました。
一匹が家族から離れ、
草木のところでクンクンクン。
まるで春の香りを楽しんでるようでした。

「緑のたぬき」
　佐藤　章さん

石田　理恵さん

漆原　一貴さん

chao.2416さん

筬井　敦子さん

浦田　マルニーさん

たからmamaさん ともみんさん

T.Yさん 五十嵐　由佳さん 工藤　崇さん 鈴木　京子さん

インスタグラム賞

佳　作



９　令和４年10月号

板　宏哉さん

村上　勝さん 竹内　史穂さん

三浦　月渚さん HIDEさん 安川　純一さん カメラとたくみさん

窪田　正吾さん 高杉　昌宏さん KatsuUotaさん wakuwakuさん

エサシカノゾムさん 武井　博喜さん 政岡　孝明さん 西田　多美子さん

小島　仁さん Jimmy.Sさん 山津　京子さん 吉田　ひろみさん

たくさんのご応募
ありがとうございました！



鶴居村クラフトブルワリー事業のご案内

問合せ先　株式会社Ｋｎｏｔ（ノット）
 TEL：０１５４－６５－６２８１

　昨年度より、ビール醸造家の「植竹 大海（うえたけ ひろみ）」氏が代表を務める
㈱Knot（ノット）が執り進めてきた、茂雪裡小学校跡地の廃校を活用したクラフト
ブルワリー事業について、工場が完成しましたので、今後のスケジュール予定等をご
案内いたします。

Brasserie Knot について
　単なるビール工場ではなく、工場見学通路など
が設けられている他、ビール等の販売も行う予定
となっています。
　缶や樽での販売の他、専用容器による量り売り

（工場限定）も行う予定です。
　ビールは、５種類の定番ビールの他、季節限定
ビールも醸造する予定です。
　皆様のお越しをお待ちしております！

スケジュール予定
８  月  中  旬　　醸造開始
９  月  中  旬　　初仕込みビールの完成
11 月  中  旬　　グランドオープン・一般販売開始

※村民限定のプレオープン等も予定しています。
　詳細が決まりましたら、改めてご案内いたします。

名称：Brasserie Knot

令和４年10月号　10
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ファミスポ・アップ運営案内
　10月10日にオープンを予定している「鶴居村村民スポーツ・健康増進
施設（ファミスポ・アップ）」の運営内容をご案内します。充実した施設の他、
スポーツ教室等も予定しています。多くの方の利用をお待ちしています。

営業時間等
午前10時～午後10時
※月曜、年末年始定休

体育館利用料

個人利用 個人利用（トレーニングルーム込み）
1回券 100円 1回券 300円

回数券（12枚） 1,000円 回数券（12枚） 3,000円
6ヶ月券 5,000円 6ヶ月券 15,000円
12ヶ月券 9,000円 12ヶ月券 28,000円

※満18歳以下及び満65歳以上の村民は無償（トレーニングルーム除く）。
※貸切利用の場合は、別に定める利用料が発生します。

さまざまなスポーツ教室を実施します。
ご自身の健康のために、是非お申込ください！
令和４年10月～12月　プログラム　プログラムは、皆さんのご意見を聞いて追加・入替をしています。

№ プログラム 対象 時間 講師 場　所 人数 回数

１ のんびりヨガ 一般～
シニア

水曜
10:30～11:30 石橋美由紀 サブアリーナ 20人 11回

２ 子ども運動教室 小学生 土曜
10:30～11:30 岸裕太 サブアリーナ 15人 11回

３ 筋トレ教室
ボディメイク塾 一般 土曜

15:00～16:00
寺倉良太
／岸裕太 サブアリーナ 20人 11回

４ かんたんエアロ 一般 土曜
13:30～14:30 石橋美由紀 サブアリーナ 20人 ９回

５ 皆でウォーキング 一般～
シニア

不定期
（平日午前）

神田紘好
／職員

ランニング・
ウォーキングデッキ 30人 随時

〇問合せ先
　株式会社むらづくり鶴居
　℡：64－2100、mail：info@vrev-t.com

メインアリーナ トレーニングルーム
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鶴
居
小
学
校
４
年
生
が
、
お
手
洗

い
や
お
風
呂
で
使
用
す
る
村
の
水
は

ど
こ
で
作
ら
れ
る
の
か
、
汚
れ
た
水

は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か
と

い
う
疑
問
を
解
明
す
る
た
め
、
役
場

建
設
課
の
職
員
と
㈱
釧
路
厚
生
社
の

方
を
講
師
に
特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
出
て
く
る
水
道

水
が
ど
う
い
っ
た
処
理
を
し
て
私
た

ち
の
家
ま
で
届
く
の
か
、
使
っ
た
後

の
汚
れ
た
水
道
水
は
ど
の
よ
う
に
し

て
不
純
物
を
取
り
除
い
て
い
く
の
か

な
ど
、
浄
水
場
と
処
理
場
を
見
学
し

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

浄
水
場
の
見
学
の
最
後
で
は
村
の

水
道
水
と
市
販
さ
れ
て
い
る
飲
料
水

の
飲
み
比
べ
ク
イ
ズ
を
行
い
、
鶴
居

村
の
水
の
味
の
お
い
し
さ
を
確
か
め

ま
し
た
。

　

鶴
居
村
の
コ
ス
モ
ス
が
満
開
を
迎
え

ま
し
た
。
昭
和
62
年
か
ら
「
村
の
花
」

と
し
て
い
る
コ
ス
モ
ス
で
す
が
、
茂
雪

裡
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周

辺
と
下
雪
裡
地
区
の
鶴
見
台
横
が
色
と

り
ど
り
に
咲
く
花
が
見
る
こ
と
の
で
き

る
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
丁
寧
に
お
世
話
さ
れ
、
き

れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
お
り
、
こ
の
２

カ
所
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
村
の
各
所
で
コ
ス
モ
ス
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
秋
の
訪
れ
を
い
ち
早
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
村
の
コ
ス
モ
ス

が
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
続
く
鶴
居
村
の
魅

力
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

鶴居村の酪農業についての学び

「鶴居村の花」コスモスが満開

　

鶴
居
小
学
校
３
年
生
が
、
村
の
基

幹
産
業
で
あ
る
酪
農
業
へ
の
理
解
・

関
心
を
深
め
る
た
め
、
中
久
著
呂
地

区
の
増
田
農
場
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。
酪
農
家
の
一
日
の
仕
事
、
牛
乳

が
出
来
る
ま
で
の
説
明
を
聞
き
、
そ

の
後
牛
舎
の
中
の
見
学
を
し
て
、
搾

乳
を
す
る
機
械
の
説
明
、
牛
が
食
べ

る
牧
草
ロ
ー
ル
を
作
る
作
業
車
を
近

く
で
観
察
し
、
牛
に
あ
げ
る
ミ
ル
ク

を
作
り
、
作
っ
た
ミ
ル
ク
を
哺
乳
瓶

で
子
牛
に
あ
げ
る
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
は
説
明
が
あ
る
た
び
に
感

心
の
声
を
あ
げ
、
楽
し
そ
う
に
お
話

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

飲み水と汚れた水についての学び
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令
和
４
年
９
月
20
日
、
村
で
は
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
２
５
０
０
日
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
11
月
15
日
の
交
通
死
亡

事
故
か
ら
、
村
を
あ
げ
た
交
通
安
全

の
啓
発
に
加
え
、
村
民
の
み
な
さ
ま

の
交
通
安
全
に
対
す
る
姿
勢
に
よ
っ

て
、
こ
の
記
録
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

な
く
す
た
め
に
も
、
村
交
通
安
全
運

動
推
進
協
議
会
を
中
心
と
し
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ま

た
１
日
ず
つ
、
記
録
を
積
み
上
げ
て

い
け
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

第
61
回
目
と
な
る
鶴
居
村
駅
伝
競

走
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
駅
伝
は

３
年
ぶ
り
で
久
々
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
日
中
の
暑
さ
を
も
上
回

る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
幌

呂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
ス

タ
ー
ト
地
点
、
鶴
居
村
野
球
場
を

ゴ
ー
ル
と
し
た
全
５
区
間
、
合
計
１

８
３
６
０
ｍ
の
行
程
を
選
手
た
ち
は

中
継
地
点
や
沿
道
か
ら
の
た
く
さ
ん

の
声
援
を
背
に
、
次
の
走
者
へ
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
た
結
果
、「
役

場
Ａ
」
が
堂
々
の
５
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
３
位
ま
で
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

秋季村民ゴルフ大会が開催

第61回鶴居村駅伝競走が開催

　

釧
路
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ

れ
た
秋
季
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
村

内
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
親
睦
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
村
民
の
体
力
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

男
女
合
わ
せ
て
７
名
が
参
加
し
、

各
々
が
ホ
ー
ル
数
を
競
い
合
い
な
が

ら
も
楽
し
み
な
が
ら
競
技
を
行
い
ま

し
た
。

【
順
位
】

優　

勝　

丹
所　

隆
夫　

さ
ん

準
優
勝　

瀧
澤　

義
一　

さ
ん

第
３
位　

髙
橋
か
お
り　

さ
ん

交通事故死ゼロが 2,500 日を達成

第３位
　「ササキベアーズＢ」チーム

準優勝
　「サルルンガード　シニア」チーム

優勝　「役場 A」チーム

順位 チーム名 通算タイム

優　勝 役場 A 1：11：47

準優勝 サルルンガード　シニア 1：22：06

第３位 ササキベアーズ B 1：23：31



保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

今月は健診・がん検診についてお知らせです。

　コロナ禍による受診控えで、早期がん発見への影響が心配されています。がん検診は症
状のない時に受けることで早期発見や命を守ることにつながります。「受ければ良かったが
ん検診」ではなく、「受けててよかったがん検診」と思えるように、適切な間隔でがん検診
を受けてください。
〇特定健診（国保加入者のみ）・75歳以上健康診査・がん検診は、個別健診で受診できます。

個別健診　（令和５年2月10日まで申込可、受診期間は令和５年2月末まで）
　場所：釧路がん検診センター（0154-37-3370）、鶴居診療所（0154-64-2122）　
　申込：役場保健師（0154-64-2116）に申し込み後、各検診センター、医療機関へ予約

特定健診※鶴居村国民健康保険加入者
年度40歳（S55.4.1～S56.3.31生）から受診日満74歳まで
＜検査項目＞
身長・体重・BMI・腹囲
血圧・問診・診察・脂質・肝機能
空腹時血糖・HbA1c、尿酸、クレアチニン、尿検査
※詳細健診：一定の基準に該当する方のみ

（眼底検査・心電図・貧血）

がん検診　40歳以上※　
胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん※
※前立腺がん検査は50歳以上対象で自己
負担が1,000円かかります

７５歳以上の健康診査
75歳以上の方
＜検査項目＞
特定健診と同内容
※詳細健診はなし

子宮頸がん・乳がん検診（個別検診）子宮・乳がん集団検診は令和5年1月18日予定です。

子宮頸がん検診 乳がん検診

対　　象

鶴居村民で、
満２０歳以上の偶数年齢の女性（２年に１回）
※※ 偶数年齢以外の方も、前年度未受診であれば
受診ができます。

鶴居村民で
満４０歳以上の偶数年齢の女性（２年に１回）
※※ 偶数年齢以外の方も、前年度未受診であれば
受診ができます。

検査内容 問診、視診、頸部細胞診、内診 問診、マンモグラフィ

実施
医療機関

★釧路がん検診センター （０１５４－３７－３３７０）
★市立釧路総合病院 （０１５４－４１－６１２１）
★釧路赤十字病院 （０１５４－２２－７１７１）
★釧路労災病院 （０１５４－２２－７１９１）
★釧路孝仁会記念病院 （０１２０－１３３－５２７）
★足立産科婦人科医院 （０１５４－２５－７７８８）
★くしろレディースクリニック
 （０１５４－３２－１０２０）

★釧路がん検診センター （０１５４－３７－３３７０）
★市立釧路総合病院 （０１５４－４１－６１２１）
★釧路赤十字病院 （０１５４－２２－７１７１）
★釧路労災病院 （０１５４－２２－７１９１）
★釧路孝仁会記念病院 （０１２０－１３３－５２７）
★釧路協立病院 （０１５４－２４－６８１１）

受診方法
①役場保健師に子宮頸がん、乳がん検診受診券を申し込む。
②各医療機関に電話で予約（問い合わせ）する。

料金 無　　料

検診実施医療機関によっては、
超音波検査等の上記以外の検
査を必須検査、またはオプショ
ンとして行うことがあり、自
己負担が発生することもあり
ます。
　早期発見、早期治療のため
に２年に一度、定期的な検診
を受けましょう。

がん検診 私にできる がん対策 （2022年度がん征圧スローガン）
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　鶴居村防火標語の募集に対しまして、ご協力頂きありがとうございました。村民の皆様より多くの標語が集
まりました。選ばれました標語については来月号の「広報つるい」でお知らせ致します。なお、最優秀に選ば
れた標語は秋の火災予防運動にあわせ消防署向いの鶴居小学校敷地内（給食センター横）、幌呂小学校グラウ
ンド側フェンス、下幌呂消防部詰所横へ掲示する予定となっていますので是非ご覧ください。

鶴居村防火標語について

　９月４日（日）鶴居村民広場にて鶴居消防秋季消防演習が開催されました。
　当日はコロナウイルス感染症対策を取りながら松井団長以下３６名の団員が参加し、小野寺副団長の指揮に
より特別点検が行われ、団員は規律ある行動で点検に臨んでいました。
　その後、釧路管内消防団員技能競技大会の「自動車ポンプの部」と「小型ポンプの部」に出場する２チーム
による訓練展示が行われました。

鶴居消防秋季消防演習を実施しました！

15　令和４年10月号

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 第２回 鶴居村防火標語「大丈夫　火災報知器　何年目？」
令和４年度 全国統一防火標語「お出かけは マスク戸締り 火の用心」
第２回 鶴居村防火標語「大丈夫　火災報知器　何年目？」
令和４年度 全国統一防火標語「お出かけは マスク戸締り 火の用心」

　１０月１５日から１０月３１日まで全道一斉に秋の火災予防運動を実施します。
　これからの季節は、暖房器具の使用に伴い火災が発生しやすくなります。使用する前には点検を行いましょう。
　令和３年中に全国で発生した火災件数は３５,０７７件にのぼり、これはおおよそ１日あたり９６件、１５分に
１件の火災が発生したことになります。火災の原因は「たばこ」「たき火」「こんろ」「放火」などが原因で失
火によるものが多くなっています。
　また、火災による死者のうち９１３人が住宅火災で亡くなっており、そのうち７割以上が６５歳以上の高齢者で、
逃げ遅れによるものが大半です。
　就寝中の火災や台所での火災を早期に発見し被害を最小限に抑えるため、
住宅用火災警報器を設置しましょう。既に設置されているご家庭は電池の確
認など維持管理に努めましょう。
　なお、秋の火災予防運動期間中、消防職員及び消防団員が村内の一般住宅
や農家等の防火査察に伺うことがありますのでご理解とご協力をお願いします。
　何かご不明な点がありましたら鶴居消防署　予防広報係（☎６４－２３４４）
までご連絡ください。

秋の火災予防運動について

（令和４年度　秋の火災予防運動　全国統一標語）

「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」
火事・救急・救助は１１９番
釧路北部消防事務組合鶴居消防署



議
会
情
報

第
３
回
鶴
居
村
議
会
定
例
会

　

今
定
例
会
は
９
月
13
日
か
ら
15
日
の
会
期
3

日
間
で
開
か
れ
、
20
件
の
議
案
等
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

報
告
第
３
号　

令
和
３
年
度
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
４
号　

令
和
３
年
度
継
続
費
清
算
報
告

に
つ
い
て

議
案
第
56
号　

鶴
居
村
の
休
日
を
定
め
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
議
案
第
57
号　

鶴
居
村
長
の
調
査
等
の
対
象
と

な
る
法
人
の
範
囲
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
案
第
58
号　

鶴
居
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

議
案
第
59
号　

鶴
居
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
い
て

議
案
第
60
号　

鶴
居
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

議
案
第
61
号　

令
和
４
年
度
鶴
居
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
62
～
66
号　

令
和
４
年
度
各
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

認
定
第
１
号　

令
和
３
年
度
鶴
居
村
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
２
～
７
号　

令
和
３
年
度
鶴
居
村
各
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト

無
料
税
務
相
談
会

　

北
海
道
税
理
士
会
釧
路
支
部
で
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
と
し
て
無
料
税
務
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
事
前
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
月
日　

令
和
４
年
11
月
14
日
㈪

●
時
間　

10
時
～
12
時

　
　
　
　

13
時
～
15
時

●
場
所　

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル　

２
階

（
釧
路
市
大
町
１

－
１

－

１
）

　
　

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
公
共
の
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間　

令
和
４
年
10
月
31
日
㈪
～

　

11
月
11
日
㈮
の
平
日

　
　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

●
予
約
専
用
電
話
番
号

　

☎
０
８
０

－

８
１
０
９

－

８
８
７
０

●
問
合
せ
先　

北
海
道
税
理
士
会
釧
路
支
部　

☎
０
１
５
４

－

４
２

－

０
４
０
７

ザ
リ
ガ
ニ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
２ 

　
　

～
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
編
～

　

釧
路
湿
原
に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧
種
ニ
ホ
ン

ザ
リ
ガ
ニ
の
生
態
を
知
り
、
生
息
環
境
を
観
察

し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
９
日
㈰　

午
前
10
時
～
12
時

●
定
員　

10
人

●
参
加
費　

無
料

●
開
催
場
所　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周

辺
●
申
込
・
問
合
せ
先　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
１
５
４

－

６
５

－

２
３
２
３

秋
の
紅
葉
を
見
に
行
こ
う

　

鶴
居
軌
道
跡
の
樹
木
を
中
心
に
色
づ
い
た

木
々
や
実
を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

10
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
～
12
時

●
定
員　

10
人

●
参
加
費　

無
料

●
開
催
場
所　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周

辺

●
申
込
・
問
合
せ
先　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
１
５
４

－

６
５

－

２
３
２
３

塘
路
フ
ィ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

　
　

～
錦
秋
編
～

　

色
彩
豊
か
な
秋
の
塘
路
湖
畔
を
散
策
し
て
、

色
付
く
木
々
や
水
鳥
な
ど
の
秋
の
風
物
詩
を
観

察
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
～
12
時

●
定
員　

10
名

●
参
加
費　

無
料　
　

●
開
催
場
所　

塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー

●
問
合
せ
先　

塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
１
５

－

４
８
７

－

３
０
０
３

晩
秋
の
湿
原　

野
鳥
観
察
会

　

ヒ
シ
ク
イ
や
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
渡
り

鳥
が
飛
来
す
る
時
期
で
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
の
野
鳥
の
暮
ら
し
を
観
察
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
～
12
時

●
定
員　

10
人

●
参
加
費　

無
料

●
開
催
場
所　

シ
ラ
ル
ト
ロ
湖
・
蝶
の
森
周
辺

（
集
合
は
シ
ラ
ル
ト
ロ
自
然
情
報
館
駐
車
場
）

●
申
込
・
問
合
せ
先　

塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
５

－

４
８
７

－

３
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

達
古
武
湖
で
水
鳥
を
く
わ
し
く
見
て 

ク
ラ
フ
ト
を
作
っ
て
み
よ
う
！

　

双
眼
鏡
を
使
っ
て
水
鳥
の
種
類
や
生
態
を
調

令和４年10月号　16

みんなの掲示板
人口の動き（前月比）

※令和４年８月末時点

総人口	 2,488人（＋2）
　男性	 1,239人（＋2）
　女性	 1,249人（±0）
うち外国人人口
	 40人（－2）

世帯数	 1,207世帯（＋2）

死亡事故ゼロの日
　2,484日（８月末時点）

お誕生おめでとうございます
（令和４年８月届出分）

八木澤　空
あ　お

央くん　男の子
　　　　　　　　　鶴居市街
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査
し
て
み
よ
う
！
そ
の
あ
と
、
好
き
な
水
鳥
を

選
ん
で
ク
ラ
フ
ト
を
作
っ
て
み
よ
う
！

●
日
時　

10
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
～
13
時
30

分
（
予
定
）

●
定
員　

10
人
（
保
護
者
付
き
添
い
可
）

●
対
象　

小
４
～
６
年
生
及
び
そ
の
兄
弟

●
参
加
費　

無
料
（
※
参
加
に
は
こ
ど
も
レ
ン

ジ
ャ
ー
へ
の
登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
）

●
申
込　

10
月
3
日
㈪
～
10
月
14
日
㈮

　

先
着
順

●
参
加
費　

無
料

●
開
催
場
所　

達
古
武
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　
（
現
地
集
合
or
釧
路
市
役
所
か
ら
貸
切
バ
ス

で
向
か
い
ま
す
）

●
申
込
・
問
合
せ
先　

釧
路
湿
原
国
立
公
園
連

絡
協
議
会
（
☎
０
１
５
４

－

３
１

－

４
５
９

４
）

　
（M

ail

：ka-shizenhogo@
city.kushiro.

lg.jp

）

募
　
集

自
衛
隊
で
は
令
和
５
年
４
月
入
校
の 

「
高
等
工
科
学
校
生
徒
」
を
募
集
し
ま
す
。

※
試
験
場
所　

道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　
（
受
験
者
数
に
よ
り
、
変
更
の
場
合
あ
り
）

●
問
合
せ
先　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　

釧
路
出
張
所

　

☎
０
１
５
４

－

２
２

－

１
０
５
３

そ
の
他

10
月
は「
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
」で
す
。

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す
る

た
め
に
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
和
す
る
な

ど
し
た
燃
料
油
を
い
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
話
を
聞
い
た
、
給
油
す
る
と
こ

ろ
を
目
撃
し
た
と
き
は
、「
不
正
軽
油
ス
ト
ッ

プ
１
１
０
番
」
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
０
８
０
０

－

８
０
０
２

－
１
１
０
で
、
皆
様
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

釧
路
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業
税
間
税
係

　

☎
０
１
５
４

－

４
３

－

９
１
６
１
（
直
通
）

詐
欺
電
話
に
注
意
！
！

　

釧
路
警
察
署
管
内
で
「
あ
な
た
は
老
人
ホ
ー

ム
に
入
居
で
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。」
と
い

う
電
話
が
あ
り
、
入
居
を
断
る
と
「
あ
な
た
の

名
義
で
他
の
人
が
入
居
す
る
。
名
義
を
貸
し
て

欲
し
い
。」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
を
承
諾
す
る
と

後
日
「
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
！
」
と
不
安
に
さ

せ
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
宅
配
便
で
現
金
を

送
付
し
て
だ
ま
し
取
ら
れ
る
特
殊
詐
欺
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

現
金
を
宅
配
便
で
送
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
に
は
、
知
ら

な
い
電
話
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
常
に
、

留
守
番
電
話
に
設
定
す
る
こ
と
や
、
迷
惑
電
話

防
止
機
能
付
電
話
機
を
導
入
す
る
こ
と
が
効
果

的
で
す
。

　

詐
欺
電
話
が
き
た
ら
＃
９
１
１
０
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

釧
路
警
察
署

　

☎
２
３

－

０
１
１
０

令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に 

ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

総
務
省
統
計
局
・
北
海
道
で
は
、
日
本
の
就

業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
基
幹
統
計

調
査
と
し
て
国
が
実
施
す
る
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。

　

調
査
対
象
は
、
統
計
理
論
に
基
づ
き
無
作
為

に
選
ば
れ
た
全
国
の
約
54
万
世
帯
で
、
そ
の
世

帯
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
15
歳
以
上
の
世
帯
員

約
１
０
８
万
人
で
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
9
月
下
旬

に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま

す
。
よ
り
便
利
に
皆
様
に
ご
回
答
い
た
だ
く
た

め
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、

簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
統
計
法
に

よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
に
お
け
る
通
信
も
、
全
て
暗
号
化

（T
LS1.2

）
さ
れ
、
不
正
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
の

監
視
も
24
時
間
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
回
答

デ
ー
タ
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
調
査

員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
が
調
査
で
知

り
得
た
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
を
作

成
・
分
析
す
る
目
的
以
外
に
調
査
票
を
使
用
し

た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
行
為
は
統
計
法
に
よ
り
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま

を
ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

総
合
政
策
部
計
画
局
統
計
課
労
働
統
計
係

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
お
知
ら
せ

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
令
和
5
年
（
２
０

２
３
年
）
10
月
1
日
か
ら
始
ま
る
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
方
式
で
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
い
て
は
、
買
手
は
消

費
税
の
仕
入
税
額
控
除
の
た
め
に
、
原
則
と
し

て
、
売
手
が
交
付
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
を
保
存
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

売
手
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
場
合
は
、

登
録
番
号
の
記
載
が
必
要
で
あ
り
、
登
録
番
号

を
取
得
す
る
た
め
に
は
登
録
申
請
手
続
が
必
要

で
す
。

●
登
録
申
請
手
続

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
令
和
5
年
（
２

０
２
３
年
）
10
月
1
日
か
ら
登
録
を
受
け
る
に

は
、
原
則
、
令
和
5
年
（
２
０
２
３
年
）
3
月

31
日
ま
で
に
登
録
申
請
書
を
納
税
地
を
所
管
す

る
税
務
署
長
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
期
限
間
近
に
は
申
請
が
集
中
し
、
処
理
に
一

定
の
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請

を
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
方
は
早
期
提
出

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

総
務
部
財
政
局
税
務
課
間
税
係

　

☎
０
１
１

－

２
０
６

－

７
４
７
３

　
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

種
目

陸上自衛隊　高等工科学校
生徒

資　

格

平成18年４月２日から平成
20年４月１日までの間に生
まれた男子

受
付
期
間

令和４年10月１日㈯から令
和５年１月６日㈮まで

試
験
日

令和５年１月14日㈯
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特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

糖
分
、
食
塩
、
脂
肪
の
過
剰
摂
取
な
ど
の
バ

ラ
ン
ス
を
欠
い
た
食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
の

生
活
習
慣
は
、
肥
満
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿

病
、
脂
質
異
常
症
等
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
を

招
き
、
重
症
化
す
る
と
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
卒

中
等
を
発
症
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
一
人
一
人
が
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
生
活
、
適
度
な
運
動
習
慣
を
身
に

付
け
る
こ
と
に
よ
り
予
防
が
可
能
で
す
。

　

各
医
療
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保

険
組
合
、
共
済
組
合
等
）
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１　

対
象
者
は
年
度
中
に
40
歳
か
ら
75
歳
の
年

齢
に
達
す
る
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
の
方
で

す
。（
受
診
す
る
時
点
で
75
歳
以
上
に
達
し

て
い
る
方
や
長
期
入
院
、
施
設
入
所
の
方
は

除
き
ま
す
。）

２　

特
定
健
康
診
査
で
特
定
保
健
指
導
の
対
象

と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該

当
者
・
予
備
群
の
方
を
発
見
し
ま
す
。

３　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
保
健
指
導
の
対

象
と
な
っ
た
方
に
は
、
個
々
人
の
状
態
に
合

わ
せ
た
食
事
指
導
や
運
動
指
導
等
を
実
施
し

ま
す
。

４　

健
診
場
所
、
健
診
時
期
、
自
己
負
担
額
等

は
医
療
保
険
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
（
協
会

け
ん
ぽ
加
入
者
は
、
お
勤
め
の
事
業
所
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
、

毎
年
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
国
保
医
療
課
保
健

事
業
推
進
係

☎
０
１
１

－

２
０
６

－

６
４
９
５

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る 

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
道
路
交
通
事
故
は
、
10
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
の
生
態
や
習
性
を
知
り
、
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１　

早
朝
・
夕
方
の
運
転
に
気
を
つ
け
る

　
　

エ
ゾ
シ
カ
の
活
動
の
ピ
ー
ク
は
日
出
と
日

没
前
後
で
す
。
出
没
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

に
加
え
、
周
囲
が
暗
く
エ
ゾ
シ
カ
に
気
付
き

に
く
い
こ
と
か
ら
、
気
を
つ
け
て
走
行
し
て

く
だ
さ
い
。

２　

秋
～
初
冬
の
運
転
に
気
を
つ
け
る

　
　

10
～
11
月
は
エ
ゾ
シ
カ
の
繁
殖
期
で
す
。

エ
ゾ
シ
カ
が
活
発
に
行
動
す
る
よ
う
に
な

り
、
越
冬
地
へ
の
季
節
移
動
を
行
う
時
期
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
は
特
に
気
を

つ
け
て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

夜
間
の
走
行
時
、
光
る
目
を
見
つ
け
た

ら
・
・
・

　
　

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
反
射
す
る
と
エ
ゾ

シ
カ
の
目
が
光
り
ま
す
。
暗
い
と
き
に
光
る

も
の
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

路
上
に
エ
ゾ
シ
カ
を
見
つ
け
た
ら
・
・
・

　

・
道
路
上
の
エ
ゾ
シ
カ
は
動
き
が
鈍
い

　
　

エ
ゾ
シ
カ
は
、
車
が
接
近
し
て
も
逃
げ
ず

に
立
ち
止
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

エ
ゾ
シ
カ
の
蹄
（
ひ
づ
め
）
は
舗
装
路
で
は

滑
り
や
す
く
、
逃
げ
る
の
が
遅
れ
た
り
転
ん

だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
エ
ゾ
シ
カ
の
行
動
を
よ
く
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

・
１
頭
だ
け
と
は
限
ら
な
い

　
　

エ
ゾ
シ
カ
は
群
れ
で
行
動
し
て
い
ま
す
。

1
頭
が
逃
げ
た
り
横
断
す
る
の
を
確
認
し
た

後
も
安
心
せ
ず
、
2
頭
目
以
降
の
飛
び
出
し

が
な
い
か
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

環
境
生
活
部
自
然
環
境
局
野
生
動
物
対
策
課

エ
ゾ
シ
カ
対
策
係

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
２
０
６

釧
路
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
環
境
生
活
課

自
然
環
境
係

「
村
長
へ
の
手
紙
」の
回
答
に
つ
い
て

▼
ご
質
問
の
内
容

　

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
村
の
回
答

　

村
で
は
、
犬
の
飼
い
主
の
方
達
か
ら
の

要
望
な
ど
を
受
け
て
、
令
和
元
年
７
月
に

鶴
居
運
動
広
場
の
南
側
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
の

場
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。主
に
小
型
犬
・

中
型
犬
用
の
柵
で
囲
っ
た
ド
ッ
グ
ラ
ン
と

な
っ
て
い
て
、
飼
い
犬
を
自
由
に
運
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
料
で
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
利
用
で
き
る
期

間
は
、
鶴
居
運
動
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
て

い
る
春
か
ら
秋
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 凍原社９月句（俳句）

ミ
ヤ
ノ

ち
え
こ

公

子

春
夢
子

和

子

紀
代
子

恒

子

秋
高
し
気
ま
ぐ
れ
な
空
走
る
雲

心
髄
に
響
く
言
葉
や
秋
高
し

秋
高
し
季
節
は
ず
れ
の
小
ひ
ま
わ
り

天
高
し
湯
舟
の
上
の
蜻
蛉
の
目

天
高
し
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
鳥
一
羽

古
し
え
の
道
巡
ら
す
や
秋
高
し

天
高
し
底
の
見
え
そ
な
青
き
空
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新刊案内 鶴居村図書館だより

紹介している本は9/28（水）から利用できます。

●開館時間……10：00 ～ 18：15
●休 館 日……10月の休館日は10/25（火）です。10月の休館日は10/25（火）です。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
　　　　　　　　　（CD ３点、VTR ２点、DVD １点まで）

残照 そしてだれもゆとらなくなった

忘れもの遊園地 あなたにあいたい

アイスマン福留　著
　町のアイス屋さん、食堂
や売店、喫茶店などのアイ
ス、その土地のスーパーや
コンビニで買えるローカル
メーカーのロングセラーア
イス…。日本全国の個性豊
かな“地域限定”アイスを
カラー写真で紹介する。

朝井リョウ　著
　腹痛との戦い、催眠術
体験、10年ぶりのダンス
レッスン、引っ越しあれ
これ…。一生懸命生きて
いたら生まれてしまった
エピソード全20編を収録
した、頭からっぽで楽し
めるエッセイ集。

久米絵美里　著
　忘れものをして慌てるト
ラタとレミに声をかけてき
たおじいさん。忘れもの遊
園地の園長だと名乗り、タ
ブレットに「忘れたい記憶
を書きこみ投稿すると、そ
の記憶は遊園地のエネルギ
ーに変わり、忘れものは手
に入る」というが…。

宮野聡子　作・絵
　小さな休憩所の伝言板
に「あいたい」の文字を
みつけたうさぎ。こりす
やくまくんと「だれに、
あいたいのかなあ?」と
話していると…。

本城雅人　著
　ベテラン騎手の元春は、
6年ぶりにGⅠレースで優
勝する。しかしネットで誹
謗中傷され、それを書き込
んだと思われる亡き後輩の
妻を訪ねると、その夜、彼
女はマンションから転落死
し…。元スポーツ紙記者に
よるサスペンス。

トーベ・ヤンソン　絵と引用文
末延弘子　訳

　夏のめぐみの野菜スープ、
冒険家のきのこスープ、ち
びのミイのパンケーキ…。
ムーミン谷のやさしさに包
まれた北欧料理の数々を、
美しい挿絵とともに紹介し
ます。名言や食材について
の解説も多数収録。

日本ご当地アイス大全 ムーミン谷のしあわせレシピ

館内利用について
新型コロナウイルス感染予防のため、図書
館・ふるさと情報館をご利用の方は手洗い
や消毒、マスク着用等のご協力をお願いい
たします。また、発熱がある等、体調不良
の方はご利用をお控えいただきますようお
願いいたします。
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　8月10日に、鶴居村の小中学生13名がKODOMO湿地交流※の

活動で、浜中町の霧多布湿原を訪れました。テーマは「釧路湿原

と霧多布湿原の違いを知ろう」、「森・湿原・海のつながりを感じ

よう」の２つです。

　まずは道道53号沿いの展望地で釧路湿原を見渡し「広い」、「木

がいっぱいある」と感じてから霧多布へ。しかし霧多布湿原を一

望できるはずの琵琶瀬展望台では、海霧で何も見えません。看板

の写真を見て「晴れたらこんな景色なんだ」と子供達の反応はい

まひとつでした。その後、奥琵琶瀬木道では雨も上がり、「ここ

は草の高さが低いね」「塩性（えんせい）湿地といって、海に近い

から潮の満ち引きがあるし、塩気もあって、釧路湿原のように背の高い草や木はあまり生えないんだよ」

と説明しているうちに霧が晴れてきました。急いで展望台へ戻ると、今度は「はっきり見える！」。今

朝見て来た釧路湿原との違いは「湿原のすぐそばに家がある」「木が少ない」と子供達の発言も活発に

なりました。

　霧多布湿原センターでの昼食は、海鮮ピラフ、とろろ昆布のスープ、キャベツの塩昆布和え、鶏の唐

揚げ等がバイキングで食べ放題。中には3回お代わりする子もいました。実は浜中の海産物を使った料

理で「森・湿原・海のつながり」を感じてもらう、というねらいがあったのですが、湿原センター職員

の説明を子供達はどれくらい理解してくれたでしょうか（大人は腹の底から実感しました！）。

　午後は湿原センターのプログラム「長靴トレッ

キング」を体験しました。ぬかるんだ道を歩きな

がら「川の水はどうして赤いの？」「それは泥炭

という湿原の成分に鉄が含まれているからだよ」

「なんか油が浮いているみたい」「手に付けて匂い

をかぐと鉄臭いよね。この水が海に流れていくと、

昆布の大事な栄養になるんだ」。そして小さな沢で、

たも網で生き物を探しました。鶴居にもいるヨコ

エビやカワゲラ等の水生生物に加え、ウキゴリ（魚）

やコガタカワシンジュガイ（貝）も見つかり、釧路

湿原との違いも知りました。こうして五感で霧多

布湿原に触れ、帰りの車内では、高学年はしっかりその違いについて発言し、低学年の子は「昼ごはん

がおいしかった」「水遊びが楽しかった」と、湿原を満喫してくれたようです。

　霧多布湿原は釧路湿原の6分の1程の広さですが、森、湿原、海という環境がまとまって見られ、自

然と人の生活圏が近いのが特徴です。鶴居の子供達が今回の体験を通じ、自然の恵みや釧路湿原につい

てあらためて何かを感じてくれれば嬉しいです。

※ KODOMO 湿 地 交 流 は、2017
年に全国の子供達を招き鶴居村で
開催された「KODOMOラムサー
ル in 鶴居村」が高評価を得たこ
とから、鶴居村の子供達の自然体
験・交流の機会を設けようと、村
からの補助を受けて毎年小中学生
を対象に子供行事を行っています。
これまで道央圏でタンチョウが生
息する長沼町の子供達との交流を
行っています。

「鶴居の子ども達が「鶴居の子ども達が
霧多布湿原を体験しました」霧多布湿原を体験しました」

KODOMO湿地交流つるい委員会副委員長　KODOMO湿地交流つるい委員会副委員長　原　田　　　修原　田　　　修

琵琶瀬展望台にて琵琶瀬展望台にて
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もうすぐタンチョウの季節です！　シーズン前に思うこと
　鶴居村にタンチョウが集まる季節になりました。まだ雪が降る前の今の季節、タンチョウは給餌に
は頼らずに、刈取り後のデントコーン畑を行き来しながらモリモリ食べて、冬に備えて脂肪を蓄えま
す。
　サンクチュアリネイチャーセンターは毎年10月１日から開館していますが、タンチョウのいない給
餌場は、今はまだ普通の牧草畑です。昨年度の飛来状況を確認してみると、タンチョウの初飛来日は
11／８で、子どもを１羽連れた１組の家族でした。その後は、タンチョウが来る日もあれば来ない
日もあり、毎日飛来するようになったのは11月20日を過ぎてから。その頃になると、積雪が無くても
地面が凍れて畑でコーンを拾ったり、土をほじって草の根や虫を食べるのが難しくなるからでしょう。
過去の記録を調べると、11月上旬にはタンチョウが給餌場に定着していた年もありました。今シーズ
ンは、少し早めに毎日タンチョウが見られるようになると良いなと思っています。

　毎年12月10日前後にサンクチュアリにやってく
る20Pは、2003年に根室で生まれたオスの標識鳥で、
冬の間は毎日サンクチュアリを利用している常連
さんです。いつも柵に近いところに陣取っていて、
家族以外とは距離を置いて過ごしています。昨シー
ズンは子どもがいなかったので、給餌場への出入
りも必ずつがい２羽の単独行動でした。給餌場で
は、多くのタンチョウが東や南方向から飛んでき
て、同じく東や南方向に飛び去るのですが、20P
は飛来も飛去も北の方向です。北方向から２羽で
飛来し、柵近くに着地するタンチョウがいたら、
ほぼ間違いなく20Pのつがいです。そんなタンチョ
ウを見た時には、来館者に「きっと20Ｐですよ」とお知らせして、モニターに標識を映し出します。
20Ｐのおかげで、タンチョウにも性格があることを知ってもらえます。しかも、行動パターンで20
Ｐを見分ける私は、とてもプロっぽいので称賛の的です。昨シーズンは、20Ｐに本当にお世話になり
ました。どうか今シーズンも、いつもの行動パターンを変えることなく、そして願わくば子供を連れ
てサンクチュアリで過ごして欲しいと思っています。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　ネイチャーセンターでは、10月１日の開館に合わせて第28回タンチョウイラスト展を開催していま
す。今年は村内外の子どもたちから、素敵なイラスト345点が集まりました。サンクチュアリでタンチョ
ウを観察できるのは11月中頃からになりますが、ネイチャーセンターの２Ｆでは、色とりどりの個性
的なイラストのタンチョウをご覧いただけます。タンチョウの季節より一足早く、子どもたちの描い
たタンチョウ達に会いに来てください。今シーズンも皆様のご来館を心よりお待ちしております。

飛び立つ瞬間の20P　 （撮影：飯田隆夫さん）
給餌場では柵越しに左方向が北になります

シリーズ

タンチョウ
鶴居 タンチョウ 検索

櫻　井　真　弓
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205　鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239
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10月のイベント 今月号の表紙

9 月11日に開催した駅伝競争での出場チームの雄姿
を写真に収めました。3 年ぶりの開催ということもあ
り、多くの観客と応援が選手たちの背を押していまし
た。これからも駅伝競走と各チームの伝統が継続し
ていけるといいですね。

日時：10月10日（月曜日）11：00～
村民スポーツ・健康増進施設オープニン
グセレモニー
場所：村民スポーツ・健康増進施設
――――――――――――――――――
日時：10月11日（火曜日）10：00～
介護予防教室「ふまともくらぶ」
場所：村民福祉センター
――――――――――――――――――
日時：10月16日（日曜日）14：00～
村民スポーツ・健康増進施設記念イベント
場所：村民スポーツ・健康増進施設
――――――――――――――――――
日時：10月17日（月曜日）9：00～
鶴居村長杯ゲートボール大会
場所：村民ふれあいセンター
――――――――――――――――――
日時：10月20日（木曜日）9：00～
秋のすずらん無料相談
場所：役場第一・二会議室
――――――――――――――――――
日時：10月25日（火曜日）10：00～
介護予防教室「ふまともくらぶ」
場所：村民福祉センター

寄　付
ふるさと納税（８月分）　414 件　4,160,000 円

フェイスブックツイッターインスタグラム ユーチューブ

地域おこし協力隊の活動はこちらから

編集後記
　令和４年度も折り返しとなる10月に突入しました。めっきり朝晩が冷え込んで出勤には上着を一枚羽織る人
も増えたのではないでしょうか。10月10日は「スポーツの日」ということで、村民スポーツ・健康増進施設（ファ
ミスポ・アップ）がオープンすることですし、新しいスポーツ競技にチャレンジしてみるのもいいですね。思いっ
きり体を動かした後は十三夜を眺めながら秋の味覚でおなかを満たして、ハロウィンにどんな仮装しようかな、
思いをはせるなんて秋の醍醐味はいかがでしょうか。（Ｆ）


